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メリークリスマス！ 
 

増山和憲 

１２月に入り、仙台ＹＭＣＡでは、クリスマスを祝うイベントがたくさん行われました。１つは、仙台ＹＭＣＡクリス

マスです。母国に帰らない留学生と共に素敵なクリスマスを行いました。職員だけではなく、ワイズの皆様に

もお手伝いをいただき、あたたかい雰囲気の中でクリスマスを祝うことが出来ました。共済会職員クリスマ

ス、ワイズのクリスマス例会など。子どもの時は、単にプレゼントに期待し、ワクワクした心で朝を迎えたり、

ケーキを食べるイベントでしたが、ＹＭＣＡを通して意味を知ることで、最も大切で尊いことであることを理解出

来てきました。今月号のブリテンでは、多田メネットより、ＹＭＣＡクリスマスの報告が記載されています。どう

かワイズの方の関わりを知ってもらえればと思います。 

 

 

事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533  FAX： 022-222-2952 

Email：otada@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 書記 多田 修 

ブリテン：http://ys-east.jimdo.com/bulletin/sendaihirosegawa/ 

第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：30 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF  SENDAI  HIROSEGAWA 

   

２０２２―２０２３年度 主 題（Theme） 

国際会長：（ＩＰ）ウルリック・ラウリドセン(デンマーク)   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア太平洋地域会長：（Ａ・Ｐ）利根川恵子(川越クラブ)   「変革のための光となろう」 

東日本区理事：（ＲＤ） 山田公平(宇都宮クラブ)  「未来のために今、学びと気づきを! 

未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」  

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮）        「ユースと共にクラブのミッションをそだてよう」 

仙台広瀬川クラブ会長： 菅野 健     「震災とコロナを乗り越えた力でワイズとYMCAの協働を進めよう」 

 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
  ２０２３年１２月号ブリテン  

通算第147号2023.12.25 

 

巻頭言  

 

 

                        

今月の聖句 

 「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神が

我々と共におられる」という意味である。 

マタイによる福音書1章23節 

                            加藤 雄一 
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2023～2024年度 クラブ役員 

会   長 菅野 健 メネット副会長 加藤 真紀子 ユース 佐藤 健吾 

副 会 長 加藤 研 地域奉仕ＣＳ 阿部 松男 YＭＣＡサービス 門脇 秀知 

書   記 多田 修 地域奉仕ＣＳ 佐藤 健吾 YＭＣＡサービス 佐藤 善人 

書記補佐 増山 和憲 会員増強ＥＭＣ 加藤 研 ブリテン 増山 和憲 

会   計 多田 修 会員増強ＥＭＣ 清水川 洋 ブリテン・聖句 加藤 雄一 

会計補佐 多田 純子 ＤＢＣ 菅野 健 ドライバー 増山 和憲 

監 査 加藤 雄一 ＤＢＣ 村井 伸夫 担当主事 増山 和憲 

メネット会長 多田 純子 ユース 佐藤 剛   

１２月第１・第２合同例会  強調月間：ＥＭＣ-ＭＣ 

在籍者 １２名 出席者 ５名 メイキャップ ０名 出席率 ４１％ 

メネット ２名 ゲスト・ビジター  ０名 ニコニコ 仙台ワイズメンズクラと合同例会 

◆仙台ワイズ・仙台広瀬川ワイズ クリスマス合同例会◆ 
日 時：１２月１９日（火）１８：３０～ 
場 所：仙台ＹＭＣＡ立町会館 
参加者 
【広瀬川】加藤研メン、加藤雄一メン、菅野メン、加藤メネット、多田メン、多田メネット、増山 

【仙 台】永井メン、佐々木ウィメン、吉田ウィメン、今澤ウィメン、中川メン、三上メン、小幡メン、 

     高松メン、髙橋担当主事 

【ゲスト】松島晃子さん（仙台ＹＭＣＡ職員：本部事務局） 

     関川美紀さん（仙台ＹＭＣＡ職員：ＹＭＣＡ西中田こども園） 

     半澤明美さん（仙台ＹＭＣＡ職員：ＹＭＣＡ南大野田こども園） 

 

 

第一部 礼拝          司会 佐々木絹子 

    黙祷 

    讃美歌 112番「もろびとこぞりて」 

    感話           小幡忠弘 会員 

    お祈り            同上 

第二部 祝会          司会 佐々木絹子 

    開会点鐘   仙台ワイズ会長 永井 孝憲 

    ワイズソング         一同 

    ワイズの信条         一同 

    開会挨拶   仙台ワイズ会長 永井 孝憲 

    ゲスト紹介          同上 

    食前感謝  仙台広瀬川ワイズ 加藤 雄一 

    乾杯    仙台広瀬川ワイズ 加藤 研 

    会食・懇談 

 ◇オークション◇ 

    誕生祝い 

    連絡・報告 

    閉会挨拶 仙台広瀬川ワイズ会長 菅野 健 

    閉会点鐘            同上 

   

◇今年のクリスマス例会は、仙台ワイズ

メンズクラブと合同例会になりました。

第一部の礼拝では、心を一つにして、キ

リストの降誕を祝いました。 

第二部の祝会では、目移りする程の豪

華なお弁当や、手作りのお漬物やケーキ

などが用意され、笑顔一杯な食事となり

ました。適度にアルコールも入り、迎え

たオークションでは、進行役の佐々木ウ

ィメンと永井メンの巧みな話術に乗り、

「1,000円！」「1,200円！」などお目当

ての品物に金額をつけていきました。オ

ークションでは 30,000 円を超える金額

になったとの事でした。これからも、両

クラブで交流を通しながらＹＭＣＡを

支えていきましょう！という挨拶で例

会は終了しました。 
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3年前設立 10周年記念行事に企画した「日本語

でプレゼンテーション」第 3 回の今回も留学生１

４名、日本人学生 1 名の協力のもと「楽しいひと

とき」を過ごすことが出来ました。 

 前回までは日本語で懸命に発表する彼らの姿に

感動していましたが、今回は聞き手として、彼ら

の発言の裏にある母国語ではないための「もどか

しさ」を推察出来たらと思っておりました。「スピ

ーチ」はどうしても今の自分の語学力に左右され

ます。思っていることをそのまま言葉にできたら、

どんなに素晴らしいでしょう。しかし、現実はそ

うもいきません。そうなると今度は聞き手の「素

養」が問われます。 

「ベトナム」「ネパール」「ミャンマー」「韓国」の

ことを、聞く私が学んでおく必要があります。「プ

レゼンテーション」は次第に「話すだけ」「聞くだ

け」から「お互いを知る」ための機会になってい

ます。「プレゼンテーション」は「進化」してい 

ます。「発表」だけでなく「踊り」は毎回驚かされ

ます。艶やかな衣装に身を包み踊ることは彼らに

は「日常」であることに気付かされます。「合唱曲」

はドラえもんの挿入歌で「ゆず」の作品「また会

える日まで」でしたが、加藤総主事から「ゆず」 

のメンバーの 1人がかつて YMCA のリーダーで「キ

ャンプ」の時に作った曲と聞き、不思議な縁を感

じました。この企画で故郷を離れ「夢」を実現す

るために来日した一人一人の留学生に、幾ばくか

の「安らぎ」を感じて頂ければ幸いです。 

 文末になりましたがご支援いただきました、ワ

イズ北東部、在仙４ワイズはじめ多くの皆さまに

心から感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。 

（文責 加藤 研） 

 

 

 

YMCAクリスマス 

12月 1日(金)18時より久々にフル開催で YMCAク

リスマスが開催されました。 

昨年まではコロナ禍で飲酒無しの縮小開催でした。 

各メネットで食事の提供を行い、広瀬川はコーン

スープとパンの提供をしました。 

第３回日本語プレゼンテーション 

ににほ 

オークション進行役：佐々木ウィメンと永井メン 

小幡メンの感話 

ＹＭＣＡクリスマス 
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【編集後記】 

仙台では、定禅寺通りで『光のページェント』が始

まりました。たくさんの方が、光輝くページェント

に目を奪われています。仕事終わりに少しの時間で

すが、ページェントを見ます。毎年、見れることが

あたりまえではなく、毎年、見れることは奇跡だと

思います。日々の生活を通して神様に感謝すること

を忘れずに、２０２４年も過ごしていきたいです。 
 

【K・M】 

 

調理が久々だった為、各クラブとも若干戸惑いま

したが、YMCA加茂こども園をはじめお手伝いの職

員の方々や、各クラブをお辞めになった元メネッ

トの方や現メネットのご尽力もあり、時間に間に

合う事が出来ました。そして、皆様との交流も楽

しかったです。 

 クリスマスの礼拝は阿部牧師の子どもたちにわ

かりやすい参加型で、子どもたちにとっても参加

しやすい形で礼拝を終わる事が出来ました。 

 その後、交流会が始まり、完成したコーンスー

プは好評のうちに完売して良かったです。 

 また留学生の方も多くいらっしゃり、交流を楽

しまれている方が多く見られました。 

 抽選会は特に盛り上がり、小さな子どもたち全

員に絵本のプレゼントが渡ったのは良かったと思

いました。 

 会場装飾のカードや飾りも各施設の子どもたち

の力作で素敵でした。 

久々のフル開催が無事に終了して良かったです。 

 

（文責 多田純子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１月１０日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第２例会 １８：４５～ 

◆１月２４日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第１例会 １８：４５～ 

 

 

 

 

◆国際・地域協力募金の街頭募金第 2弾が、12月 17日（日）

に行われました。仙台の寒さが身にしみる中での街頭募金

でしたが、皆様にご協力いただき、73,076円となりました。 

この場をお借りしお礼申し上げます。 

 

◆冬季ユースボランティアリーダーのスキー実技トレー

ニングが 12月 16日（土）～17日（日）の日程で山形蔵王

スキー場にて行われました。今年は例年より雪不足で、リ

フトが動いていない状況でのトレーニングでしたが、少し

雪が積もっている場所を利用し、スキーレッスンを行いま

した。今月号のブリテンが完成している頃は、キャンプや

集中水泳、クッキングなどのプログラムが始まっています。

この冬も安全管理に努め、子どもたちと充実した活動を実

施いたします。 

今後の予定 

仙台ＹＭＣＡ通信 


